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第１節　生涯学習の推進

＜現状と課題＞
　生活水準の向上や余暇時間の増大に伴う人々の価値観の多様化により，生涯を通じた学
習で自らの個性と能力を伸ばし，いきいきとした人生を築きたいという意識を持つ市民が
増えてきています。このような状況の下，学びたいという意識を持つ市民が「いつでも，
どこでも，誰でも，何でも」学習できる生涯学習社会の実現が重要になってきています。
　また，生涯の各期を通じて自らの資質を高め，新しい知識や技術を取得した市民が，そ
の学習成果を地域活動や文化活動の中で活かしていくことも求められています。
　本市においても地区コミュニティ協議会等を通じて各種の施策を展開していますが，多
様な学習のニーズに即した，より具体的な推進計画づくりが必要となっています。
　今後とも，社会の変化に応じた多様な学習機会の創出や情報提供等を進め，生涯学習の
充実に努めるとともに，「市民が主役の生涯学習」という観点から，生涯学習プログラム
の体系化，情報通信技術を活用した在宅学習の推進，大学等の民間を含めた生涯学習の場
のネットワーク化等の施策を総合的に展開していくことが必要です。

■講座及び学級の開設状況（平成２０年度） （単位：講座・教室，人）

区　　　　分 事　　業　　名 講座・教室数 参加者数

中 央 公 民 館
市　民　大　学 　22 　409

自　主　学　級 　56 　907

地 域 公 民 館
市　民　大　学 　47 　895

自　主　学　級 　32 　333

幼 稚 園 ， 小 ・ 中 学 校 家 庭 教 育 学 級 　69 3,797

地区コミュニティセンター
社会教育活動活性化推進事業 193 5,989

自　主　大　学 212 3,149

（資料：社会教育課，コミュニティ課）
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生涯学習推進計画の推進

生涯学習の推進

生涯学習推進体制の
構築

生涯学習ネットワーク
の形成

生涯学習関連施設の
整備

生涯学習関連施設の機能の充実

学習成果の社会への還元

生涯学習関連施設の活用の促進

人材の確保・育成と活用

生涯学習拠点施設等の整備・充実

推進体制の充実・強化

多様な学習機会の提供

学習環境の整備

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　生涯学習推進体制の構築

(１)　生涯学習推進計画の推進
　生涯学習に関する具体的な施策の体系的な展開を図るため，“地域の特色を活かし
た教育・文化のまちづくり”という基本方針に基づき，「薩摩川内市生涯学習推進計
画」（平成２０年度～平成２６年度）を策定しており，この計画に基づいて，生涯学
習を推進するための行動プログラムを確立します。

(２)　推進体制の充実・強化
　行政関連部門や市民，各種民間団体等の連携・協働による生涯学習推進体制の構築
を図ります。
　また，総合的な生涯学習関連施策を効率的・効果的に推進するため，生涯学習推進
本部の活動を強化し，その組織の充実を図ります。

(３)　人材の確保・育成と活用
ア　講座等の講師の確保・育成

　講座・講演会の講師の育成や学習プログラムの開発，運営に際して適切なアドバ
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イスなどを行う専門的な技術を持った人材の確保・育成に努めます。
イ　地域づくりを担う人材・組織の育成と活用

　生涯学習活動の推進により，地域づくりを担う人材と組織の育成に努め，併せて，
地域の人材やまちづくり団体，ボランティア団体及びＮＰＯ等の組織を積極的に活
用します。
　また，地域の人材や組織の能力向上を支援し，地域の担い手育成を図ります。

ウ　情報発信力を有する人材・組織の育成
　活力ある地域づくりを進めるためには，魅力ある情報発信が欠かせません。市民
による地域情報の収集と発信・活用のサイクルを構築し，市民が市民に教え合う，
人から人への「知の還流」を実現することで，情報発信力を有する多様な人材と組
織の育成を行います。

２　生涯学習ネットワークの形成

(１)　学習環境の整備
ア　情報ネットワークの形成

　学習機会の充実と学習内容の多様化・高度化を図るため，生涯学習に関する各種
情報を収集・整理し，学習の内容・方法，施設の状況など適切な学習情報の提供が
できる情報システムの整備を進めるとともに，ＩＣＴ講習会の開催等により市民の
情報通信技術の向上を図ります。

イ　地域学習活動の促進
　地域において社会教育及び生涯学習の推進の中心的役割を担っている地区コミュ
ニティ協議会，ＰＴＡ等の研修等を積極的に支援するとともに，団体，グループ・サー
クル相互の連携を促進します。
　また，地域住民の自主的で創造的な生涯学習活動を支援するため，地区コミュニ
ティ協議会を中心に，市民が企画運営段階から参加でき，それぞれの学習成果を活
かせる地域学習活動を促進します。

(２)　多様な学習機会の提供
ア　体系的な学習プログラムの構築

　環境学習，地域学習，健康学習など，各自のライフステージに応じた学習ニーズ
を的確に把握しつつ，継続的な学習プログラムの整備を図ります。
　また，少子・高齢化，高度情報化の進展や余暇の増大に対応した生涯学習プログ
ラムのほか，高齢者・子どもを対象にした講座など，体系的な生涯学習の在り方に
ついて検討を進めます。
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　さらに，高等教育機関との連携・協力の下，社会人の循環学習※ニーズへの対応
に努めます。

イ　情報通信メディアの活用
　教育情報衛星通信ネットワークやインターネットなど，情報通信メディアを活用
した生涯学習の普及を図ります。

(３)　学習成果の社会への還元
　市民が生涯学習によって得た学習成果や高齢者の豊かな経験・知識・技能をボラン
ティア等の活動を通じて社会に還元できるよう，人材バンクの充実等諸条件の整備に
努めます。
　また，「すてきびと」※や情報発信力を有する地域における人材の育成，活用及び
確保のための取組に対する積極的な支援に努め，社会への参画及び還元を促します。

３　生涯学習関連施設の整備

(１)　生涯学習拠点施設等の整備・充実
　各地域において生涯学習の推進の中核的役割を担う拠点施設として，生涯学習拠点
施設等の整備及び機能の充実を図ります。
　また，既存の生涯学習関連施設の情報通信機能や文化拠点機能の強化に努め，施設
間のネットワーク化を図ります。
　さらに，川内駅周辺については，文化施設，生涯学習推進施設に加え，商業施設を
集積した複合拠点施設の整備を検討します。

(２)　生涯学習関連施設の活用の促進
　コミュニティセンター，川内文化ホール，入来文化ホール，中央公民館，地域公民
館，中央図書館，川内歴史資料館，少年自然の家，せんだい宇宙館，川内まごころ文
学館，祁答院生態系保存資料館（アクアイム）など，生涯学習関連施設の活用を促進
します。

※循環学習
　「生涯循環学習」ともいう。さまざまな人生コースを歩む人々が生涯にわたって必要に応じて自由に「社会生活（就

業）」と「学習生活（就学）を交互に営み，社会人としてのキャリア・アップ，人間としての自己実現要求の充足，
市民としての知識・技能の習得などを行っていくこと。

※すてきびと
　専門知識や技術を持った人材を「すてきびと」として登録し，知識や技術を市民の生涯学習に活かそうとするもの。
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(３)　生涯学習関連施設の機能の充実
　図書館においては，引き続き，蔵書の充実及び視聴覚（ＡＶ）資料の整備を図りま
す。また，近隣市町住民が利用できる広域利用の仕組みづくりを推進します。さらに，
図書館の電子化推進に向けた研究・検討を進めます。
　また，移動図書館車の巡回により，図書館サービスの充実に努めるとともに，団体
貸出文庫（配本所）の充実を図ります。
　視聴覚ライブラリーにおいては，視聴覚機器等の整備・充実を図りながら，視聴覚
教育を支援します。
　川内歴史資料館においては，収蔵品等の照会に対応できる情報通信システムを活用
した検索システムを構築するなど，機能の充実に努めます。
　中央公民館・地域公民館においては利用者の安全を配慮した施設整備を推進すると
ともに，子どもから高齢者まで幅広い世代の，様々な学習ニーズに対応できるよう，
高度情報化など機能の改善・充実を図ります。

第２節　社会教育の促進

＜現状と課題＞
　近年，社会情勢は急激に変化し，社会教育を取り巻く環境も大きく流動しています。
　特に，核家族化や都市化の進展に伴い，地域連帯感の希薄化や個々の価値観やニーズの
多様化，生活様式などの変化により，家庭や地域の教育力の低下が懸念され，社会の変化
に対応した，多様な社会教育の推進体制の整備を図ることが求められています。
　家庭は，子どもたちが最も身近に接する社会です。家庭での教育は生活能力や基本的倫
理観などの基礎を育む全ての教育の出発点であり，親等に対する成人教育や子育て支援と
いう観点から，社会全体の問題として積極的に家庭における教育力の充実を図っていくこ
とが求められます。
　また，地域で大人と子どもの触れ合う機会が減り，地域における子育てのための社会環
境は後退しています。
　このため，家庭や学校，地域の連携を深め，地域で子どもを育む地域力の再生が求めら
れています。
　豊かなくらしや健やかな子どもの育成を図るため，ＰＴＡや子ども会などの社会教育関
係団体が自主的・主体的に活動していますが，家庭や地域社会の教育力の向上を図るため
にも，今後，ますますこれらの団体が果たす役割は重要になっています。
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社会教育の促進 地域の教育力の充実

社会教育関係団体の育成

家庭の教育力の充実

社会教育活動の充実

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　社会教育活動の充実

(１)　家庭の教育力の充実
ア　家庭の教育力の向上

　アンケートなどを通して家庭環境や子どもを取り巻く様々な問題などの実態把握
に努め，現状に応じた家庭の教育力向上に資するための各種子育て講座や講演会等
の充実に努めます。
　また，各幼・小・中学校における家庭教育学級※等において，家庭教育手帳※の
活用を含めて積極的支援を図るとともに，子育てに対する相談や，母親同士が共通
した悩みを話せる機会として子育てサロン※の拡充に努めます。

イ　読書活動の推進
　親子による読書は，子どもの精神的な安定感や親への信頼感を養い，基本的な生
活習慣を醸成します。
　また，家庭は読書活動の基礎を築く上で最も重要な役割を果たす場所です。
　このため，「ブックスタート※」事業の継続や，乳幼児期から児童生徒期を通じて，
子どもが家庭において読書習慣を身につけ定着させていくことができるよう「親子
２０分読書」，「朝読み・夕読み」などの読書活動の推進に努めます。
　※家庭教育学級

　幼稚園，小・中学校を拠点として，保護者同士が子育てについての教養を高めることや学習したいことを自ら企
画し，計画的・継続的に活動を行っていくもの。

※家庭教育手帳
　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方々が，親子のきずなを深め，心豊かな子どもを育てていくことや，小学生か

ら中学生の子どもを持つ保護者の方々がその成長過程に応じて，家庭での教育やしつけに関して，それぞれの家
庭で考えていただくための資料のこと。

※子育てサロン
　子育てに不安を抱える親たちを支援するため，育児に関する相談や子どもとの遊び等関わり方についてのアドバ

イスを行う憩いの場のこと。
※ブックスタート
　ゆとりをもって健やかな子育てができるよう，絵本を通して赤ちゃんと楽しい時間を持ってもらうため，健診の

際に絵本を贈る活動のこと。本市においては，乳幼児の３ヶ月健診前後に，母子保健推進員が家庭訪問をする際
に，お母さんに絵本を渡して，読み聞かせをしてもらうようにしている。
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(２)　地域の教育力の向上
ア　地域の教育力の向上

　地域には，自然や伝統文化があり，また，地域で暮らす人々の中には，子どもた
ちをたくましく豊かに育てる場所や人材などが多くあります。
　特に高齢者の豊かな知識や経験は，子どもの育成に活かすことにより，地域の活
性化を生み出す力にもなります。
　このため，自然や伝統文化・人材等を活用し，地域において開催される自然体験・
生活体験などの学習活動の支援に努めます。
　また，自然に直接触れ自然から学べる自然観察などの学習環境づくりを促進しま
す。

イ　家庭・学校・地域の連携強化
　社会全体で子どもを育てるために，家庭・学校・地域等の連携協力のための体制
を強化し，安全・安心な地域の確保が図られるよう支援するとともに，家庭・学校・
地域等を結ぶ連携支援のための地域によるネットワークづくりの充実に努めます。

(３)　社会教育関係団体の育成
　ＰＴＡや子ども会などの社会教育関係団体は，積極的に自主的・主体的に活動を
行っており，地域の活性化や青少年の育成，家庭や学校・地域の教育力の向上に果た
す役割は大きいものがあります。
　今後も会員の資質向上や組織強化のため，指導者養成のための研修会等の開催や団
体活動の充実に努めます。

第３節　人権の尊重

＜現状と課題＞
　私たちの周囲には，社会的に不平等な扱いを伴う様々な問題が少なからず存在します。
これらの問題に共通していることは，本人の責任ではないにもかかわらず，何らかの差別
意識によってそれぞれの基本的人権が侵害されていることです。
　すべての人々の基本的人権は，憲法で保障されています。人々の差別意識をなくし，人
権に対する正しい理解と認識を得るためには，人権問題を人々が身近な問題としてとらえ
るよう，地域・学校などあらゆる場において教育活動を展開する必要があります。また，
人権問題を正しく理解するため，積極的な人権問題への取組や啓発・広報活動を進め，人
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人権の尊重

啓発活動の推進

人権教育活動の推進

人権に対する正しい
理解と認識の促進

権に対する市民の意識の高揚を図ることも必要です。
　今後も，市民一人ひとりが正しい理解と認識の下に不断の努力を行い，すべての人々の
人権が尊重される明るい社会の実現を目指していかなければなりません。

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　人権に対する正しい理解と認識の促進

(１)　人権教育活動の推進
　高齢者学級，家庭教育学級，企業内研修，「人権の花」運動等あらゆる場において，
人権教育活動を推進し，人権問題の正しい理解を促進します。

(２)　啓発活動の推進
　人権啓発強調月間や人権週間を通じて積極的に人権問題の啓発・広報活動を行い，
人権に対する市民の意識の高揚に努めます。

第４節　幼児教育・学校教育等の充実

＜現状と課題＞
　近年，人格形成期における心の未発達が原因と思われる児童生徒の事件やいじめ，不登
校などが社会問題となっています。「まちづくりの原点は人づくり」であり，心豊かで他
人を思いやる優しい心を持った人間を育成する教育が求められています。
　こうした中，幼児教育については，基本的な生活習慣などを身に付ける家庭での教育と
家庭だけでは体得できない集団での教育との両方が必要とされます。また，地域との関わ
りの中で，郷土を愛する子どもを育てていくことが求められます。
　学校教育については，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動するなど「生きる
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力」の育成を基本としながら，各地域の実情も踏まえ，教育内容の厳選と基礎・基本の徹
底に努め，児童生徒にとって魅力ある教育を展開することが重要です。特に，一人ひとり
の個性を尊重し，かつ，多様な能力を伸ばしつつ，思いやりのある人間性豊かな心身とも
にたくましい児童生徒を育成することが求められます。
　また，校外学習を含めた体験学習を積極的に推進し，家庭や地域の教育機能を高めなが
ら，学校と家庭及び地域との連携を強化していくことも大切です。
　教育施設については，大規模改修等の老朽校舎対策に加え，国際化，高度情報化，バリ
アフリー等の新たな社会の潮流はもちろん，地域住民による生涯学習のための利用等の面
でも的確に対応できるような施設・設備の整備・充実が必要です。
　さらに，障害のある児童生徒に対しては，それぞれの状況や個性に応じた教育の推進，
教育相談や就学指導の充実，教職員の資質の向上，健常児と共に教育を受けられる環境づ
くり等が求められています。
　また，小・中学校の学校規模については，少子化の進展に伴い児童生徒の減少による小
規模化が進み，複式学級を抱える極小規模校はさらに増加する傾向にあります。教育上，
学校にはある程度の集団が必要であることから，児童生徒にとって適切な教育環境を整え
ることが求められています。
　このほか，高等学校教育に関しては，地域との連携や特色ある教育活動を推進し，高等
学校の活力や専門性，教育水準の維持向上を図っていくことが必要です。
高等教育については，日々変動する社会情勢に的確に対応できる人材の育成が必要です。
　また，学生・生徒が充実した学校生活を送るため，教育内容を充実させ，特色を出すこ
とも求められます。
　特に，大学等においては，市民の多様な学習ニーズにこたえ，地域と共生する開かれた
高等教育機関として，公開講座等の実施・充実が求められています。

■園児・児童及び生徒数の推移. （単位：人，学級）

区　分
幼稚園 小学校 中学校

市　立 私　立 合　計 学級数 児童数 学級数 生徒数

平成18年度 523 733 1,256 330 6,097 125 3,294

平成19年度 502 759 1,261 328 6,039 124 3,202

平成20年度 509 753 1,262 330 6,033 125 3,091

平成21年度 518 715 1,233 326 5,937 125 3,088

（資料：学校教育課）
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心豊かな幼児の育成

幼児教育・学校教育等の
充実

幼児教育の振興

学校教育の充実

学校教育施設等の
整備充実

地域特性を活かした
学校教育の推進

高等教育機関との
連携・交流

国際理解教育や情報教育
などの新時代への対応

社会の変化に対応した学校教育
の推進

障害のある児童生徒に対する
教育の充実

障害のある児童生徒のための
施設の充実

地域に根ざした特色ある学校
づくり

地域と高等教育機関等との連携

指導力の向上

小・中学校の適正規模化等の
検討

社会の変化に対応した教育の
推進

市内高等学校の振興対策の推進

校舎等の計画的な改修

教育機材等の充実

郷土愛を育む教育の推進

特色ある大学づくりの促進

専門教育機関の充実

就園援助体制の充実

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　幼児教育の振興

(１)　心豊かな幼児の育成
　集団でのふれあいや体験の中で，幼児一人ひとりの個性を伸ばし，心身の健やかな
発達が促されるよう，教育内容や指導方法の改善・充実に努め，また，地域との交流，
小学校や保育所との連携を図りながら，郷土を愛する心豊かな幼児の育成を目指しま
す。

(２)　就園援助体制の充実
　女性の社会参画の進展，核家族化や少子化の進行など子どもを取り巻く環境の変化
に対応した幼児教育体制の充実に努め，幼稚園就園助成等により保護者の経済的負担
の軽減を図ります。

２　学校教育の充実

(１)　社会の変化に対応した学校教育の推進
ア　小中一貫教育の推進

　９年間の義務教育の区切りを「４・３・２制」の教育段階に見直し，中期を中心
とした教員の授業交流，児童生徒の交流活動等を推進し，小学校から中学校への円
滑な接続や，地域の人材を活用した「小学校英語教育」の充実，各学校の特色ある
教育活動の推進を図るため，連携型の小中一貫教育の充実に努めます。
　また，基礎学力の向上を基本としつつ，それぞれの学校による創意工夫を活かし
た教育課程の編成を支援し，新設教科である「コミュニケーション科」の取組の推
進により，人間関係形成力や表現力の向上を図る指導に努めます。

イ　「生きる力」を育む学習指導の充実
　子どもたちの個性を伸ばし，自ら学び，自ら考え，主体的に判断・行動し，より
良く問題を解決できる「生きる力」を培うため，自然体験学習や社会体験学習，読
書体験を活かした学習活動のほか，観察・実験，見学・調査，ものづくりなどを通
して，子どもたちが自ら課題を見つけ，考え，判断できる体験重視型の学習を展開
します。
　また，コンピュータの活用，習熟の程度に応じた指導や社会人講師の導入など，
効果的な学習指導法を推進し，一人ひとりの能力や適性に応じ，楽しく学べる，分
かりやすい授業の実施に努めます。



SATSUMASENDAI Master Plan 1

SATSUMASENDAI Master Plan 1 119

第
３
編　

下
期
基
本
計
画

第
３
章　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

ウ　学校保健の推進及び学校における安全の確保
　児童生徒の基礎体力・運動能力の向上を図るとともに，食生活をはじめとする望
ましい生活習慣の習得など，家庭と連携した健康教育の充実を図ります。また，校
内事故に対する安全管理や交通安全指導を行うとともに，地域のボランティア等と
連携を図りながら，登下校時の安全確保に努めます。

エ　体育活動の充実
　児童生徒が自ら楽しめる体育学習を展開するとともに，学校外の日常的なスポー
ツ活動や地域スポーツクラブ活動への積極的な参加を促進し，心身共にたくましく，
協調性を持った児童生徒の育成を図ります。

オ　教育相談の充実
　「心の居場所」としての保健室の機能の強化やカウンセリングルームの設置を進
め，子どもが悩みや問題を相談しやすい環境を整備します。また，子どもの心のケ
アの充実に取り組み，心の教室相談員による適切な指導や相談などに努めることを
通じて，不登校・いじめ対策の一層の充実を図ります。
　さらに，学校と家庭・地域社会・関係機関との連携を強化し，地域全体として“子
どもを見守り育てていく体制”を整えます。このほか，県と協力して，スクールカ
ウンセラーや保健・医療の専門家等との連携の強化に努めます。

カ　学校給食の充実
　学校給食衛生管理の徹底を図り，栄養バランスのとれた安全・安心でおいしい給
食の提供に努めます。
　また，地場産物の積極的な活用や米飯給食の充実による食育の推進を図ります。

キ　教職員の資質の向上
　児童生徒の健やかな成長を図るため，授業における実践を通して教職員の指導技
術の向上を図るとともに，体験的な研修を含め各種研修を充実させ，常に子どもや
地域と共にあり，自らの資質向上に意欲的に取り組む教職員の育成に努めます。
　また，教職員人事評価制度の実施や資質の向上を必要とする教員への対処など新
たな人事管理に適切に対応し，市民の信頼にこたえられるよう努めます。

(２)　市内高等学校の振興対策の推進
ア　特色ある高校教育の促進

　豊かな教養と高度な専門知識や技術の習得が可能となるよう，時代のニーズに対
応した特色ある高等学校教育の展開を促進します。
　また，私立高校への助成を行うなど就学環境の充実を図ります。
　さらに，旧樋脇高校の跡地活用策については，地元住民等関係者の意見を十分に
聴きながら，有効活用が図られるよう県教育委員会等と協議します。
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イ　奨学金制度の充実
　優秀な人材の育成を図るため，市内高等学校の在校生への特別奨学資金の給付の
ほか，高等学校，大学等の在学生に奨学資金の貸付けを行う奨学金制度の充実に努
めます。

(３)　障害のある児童生徒に対する教育の充実
ア　障害のある児童生徒への教育内容等の充実

　障害のある児童生徒については，一人ひとりの能力を最大限に引き出し，成長さ
せ，社会的自立の可能性を伸ばしていくため，特別支援学級，通級による指導教室
等において，それぞれの障害の状況に応じた適切な特別支援教育を推進します。

イ　障害のある児童生徒に対する理解の促進
　障害のある児童生徒と他の児童生徒や地域の人々との交流を進め，相互理解を深
めながら，すべての子どもたちの豊かな人間性を育むとともに，障害のある児童生
徒と特別支援教育に対する市民の理解を促進します。

ウ　障害のある児童生徒の教育相談体制の整備
　保健・医療・福祉等関係機関との連携を強化し，児童生徒一人ひとりの障害の状
況に応じた適切な指導や教育相談ができる体制を整備するとともに，障害のある児
童生徒の保護者に対する継続的な教育相談の実施に努めます。また，障害のある子
どもを持つ保護者に対して，特別支援教育に関する啓発・指導を行います。

エ　教職員の指導力の向上
　特別支援教育に関する基本研修や専門研修などの充実を図るとともに，その教育
に携わる教職員の資質や指導力の向上に努めます。

３　学校教育施設等の整備・充実

(１)　校舎等の計画的な改修
　耐震化等をはじめとする校舎の大規模改造・改築，特別教室の整備，屋内運動場の
新増改築，プールの改築，スロープ等の設置など，中長期的な視点から計画的に教育
施設の整備・改修を進め，ゆとりある豊かな心を育むことのできる学習環境の確保を
図ります。

(２)　教育機材等の充実
　技術の進歩を続けるパソコンなどの情報教育機材や校内ＬＡＮ※，視聴覚機材等の
教育機材の更新を行い，国際化，情報化に対応できる教育環境の整備に努めます。

※ＬＡＮ
　Local Area Network の略。公衆回線とは別に，同一ビル内などの比較的限定された区域内で，多数のコンピュー

タなどを回線によって相互に結合し，データなどをやり取りする通信ネットワークシステム
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(３)　障害のある児童生徒のための施設の充実
　障害のある児童生徒の状況に応じた適切な学校施設・設備の整備・充実を進めると
ともに，学校施設のバリアフリー化を図り，障害のない児童生徒と共に教育を受ける
ことのできる環境づくりに努めます。

(４)　小・中学校の適正規模化等の検討
　児童生徒のための適切な教育環境整備のために，地域の実情に即した望ましい学校
規模の在り方を検討し，保護者や地域の理解を得ながら，学校の統廃合や小中一貫校
の設置，通学区域の見直しなど，学校の再編等を進めます。

４　地域特性を活かした学校教育の推進

(１)　郷土愛を育む教育の推進
　郷土の恵まれた自然環境や豊かな歴史・文化に触れながら，先人の業績や生き方に
対する理解を深めるなど，ふるさとへの愛着と誇りを育む教育を展開します。

(２)　地域に根ざした特色ある学校づくり
　児童生徒の個性や能力に応じた教育の推進を基本としながら，地域の特色を活かし
創意工夫をこらした各学校の主体的な運営を促し，地域の人材等を活用した「薩摩川
内元気塾」事業による講演会等の実施など，地域に開かれた魅力ある学校づくりを進
めます。

５　高等教育機関等との連携・交流

(１)　特色ある大学づくりの促進
　鹿児島純心女子大学の特色を活かした，看護師，管理栄養士，教職員，保育士や認
定心理士の養成や同大学大学院を活かした臨床心理士，養護教諭の養成など次代を担
う人材の育成や社会人入学制度の実施による，高等教育機関としての機能の充実を要
請します。

(２)　専門教育機関の充実
　川内職業能力開発短期大学校や川内市医師会立川内看護専門学校の機能の充実，公
開講座の実施など専門的で高度な教育機能の地域への開放を働きかけます。
　また，川内職業能力開発短期大学校については，今後も優れたものづくり人材の育
成を行うため，現在の全国ネットワークを維持できるよう努めます。
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(３)　地域と高等教育機関等との連携
　鹿児島純心女子大学，鹿児島大学及び国立天文台ＶＥＲＡ入来観測局などの高等教
育機関等が有する人的資源や施設を活用した公開講座の開催や学生・教員の派遣によ
る教育連携事業の展開などにより，地域に開かれた高等教育機関等としての活動の充
実を要請するとともに，学生によるボランティア活動や各種地域行事への参加など地
域に密着した多様な活動を支援します。
　また，鹿児島純心女子大学・川内職業能力開発短期大学校・川内市医師会立川内看
護専門学校などの高等教育機関の相互交流や，これら高等教育機関と市内企業・行政
機関との産学官の連携を推進します。

６　国際理解教育や情報教育などの新時代への対応

(１)　指導力の向上
　教職員の専門的研修のほか，国際化，情報化に対応した各種研修の充実や計画的・
継続的な自己研鑽を通じて，実践的指導力と人間的魅力を兼ね備えた幅広い教育活動
を展開できる教職員の育成に取り組みます。

(２)　社会の変化に対応した教育の推進
　情報教育機材の整備とともに，学ぶ意欲，思考力，判断力，表現力を高められるよ
うな学習ソフト・教材を充実させ，テレビ会議システムを活用した学校間の交流を積
極的に進めるなど，情報教育の質の向上に努めます。また，外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）の活用等により，国際化への理解と対応力を高める教育を進め，新しい時代に対
応できる人材の育成を図ります。

第５節　青少年の健全育成

＜現状と課題＞
　次世代を担う青少年を，明るく健やかにたくましく育んでいくことは，大人の責務であ
り，すべての市民の願いであります。
　しかしながら，高度情報化社会の進展や少子・高齢化社会の到来，生活意識・様式の多
様化など，急激な社会環境の変化の中で，青少年の生活習慣の乱れや規範意識の低下，問
題行動，人間関係の希薄化など大きな社会問題となっています。
　また，近年，インターネットや携帯電話の情報メディアの急速な普及により，トラブル
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青少年の健全育成

青少年活動の促進

青少年を育む市民運動の促進

青少年の健全育成

や犯罪などに巻き込まれる青少年が増加しています。
　本市では，心身ともに健全で人間性豊かな青少年を育み，活力ある地域社会を築いてい
くために，青少年育成市民会議を中心に地域の青少年（健全）育成会や地区コミュニティ
協議会と連携しながら各種施策に取り組んでいます。
　我々大人が，子どもの目標となり得る人間としての自覚をしっかりと持ち，組織的・計
画的に家庭・学校・地域による連携を強化し，青少年の意欲を高め，心と体の相伴った成
長を促す様々な体験活動や安全・安心な社会実現のための各種取り組みを積極的に展開し
ていくことが求められています。

＜計画の体系＞

＜計画の内容＞

１　青少年の健全育成

(１)　青少年を育む市民運動の促進
ア　市民意識の啓発

　社会全体が共通の理解と認識をもって青少年を育む市民活動を展開できるよう，
意識の啓発を図るとともに，各種活動への市民の積極的な参加促進や安全・安心な
地域社会の実現に努めます。
　特に青少年育成市民会議を中心に地区青少年（健全）育成会や地区コミュニティ
協議会をはじめ民間団体・企業，家庭・学校・地域が連携した青少年健全育成運動
を推進します。

イ　補導活動の充実
　青少年の犯罪や非行を防止するため，主任児童委員，保護司，少年愛護委員等に
よる相談活動や地域と連携した安全パトロール，補導活動の充実に努めます。

ウ　相談体制の充実
　青少年の悩みについて，いつでも気軽に相談に応じられるよう，相談窓口の普及
啓発に努めるとともに，様々な相談に対応できる体制づくりと，学校をはじめ児童
相談所，警察署など関係機関との連携強化に努めます。
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(２)　青少年活動の促進
ア　青少年団体活動の促進

　地域の活性化や青少年の健全育成を積極的に推進するため，子ども会や高校生ク
ラブなどの青少年団体活動を支援するとともに，指導者やジュニア・リーダー※等
の育成に努めます。
　また，ふるさとを愛するための活動や各種奉仕活動を支援するとともに，地域の
活性化に繫がる取り組みについて検討します。

イ　社会参加・体験活動，交流活動の促進
　体験活動を通して仲間づくりや地域の人々を敬いふるさとを愛する心を培うため
に，様々な地域や場所に青少年を派遣し，豊かな人間性を育む事業を展開するとと
もに，地域や各種団体が行う自然体験・生活体験・社会体験活動等を支援します。
　特に国際化の進展により，次代を担う青少年の育成には異文化交流，外国生活体
験は将来的に視野の広い豊かな人間性を育むことから，これらの活動の充実に努め
ます。

第６節　地域文化の保存・継承

＜現状と課題＞
　本市は，南九州の中心地として大宝２年（７０２年）に薩摩国府が設置されたという古
い歴史を有するまちです。ニニギノミコト伝説の可愛山陵，国指定史跡の「薩摩国分寺
跡」・「清色城跡」や国選定重要伝統的建造物群保存地区「薩摩川内市入来麓伝統的建造
物群保存地区」，国指定重要無形民俗文化財「東郷文弥節人形浄瑠璃」・「甑島のトシド
ン（ユネスコ無形文化遺産登録：平成２１年９月），４００年余りの歴史を誇る県指定無
形民俗文化財「川内大綱引」など，有形・無形の歴史的・文化的遺産や伝統文化が豊富に
存在しています。これらは，すべての市民の共通の財産であると同時に，郷土の歴史・文
化を理解するための素材として，また，地域に根ざした文化的環境を構築し，地域の独自
性を確立するための貴重な資源として，極めて重要なものであることから，それぞれの存
在を改めて見直し，その保存・継承に対する理解と意識の高揚を図る必要があります。
　しかしながら，こうした歴史・文化という「かけがえのない財産」への市民の意識はい
まだ十分に根付いているとはいえず，その存在についてもあまり知られていない状況にあ

※ジュニア・リーダー
　指導される子どもたちの年齢に近い若者のリーダー
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ります。
　このため，未来に向けた新しい文化を創出していくための素材（市民遺産）として，市
民への周知のあり方も含め，積極的にこれらの歴史的・文化的資源の保存・活用を図って
いくとともに，地域に埋もれたままの有形・無形の文化財を掘り起こすなど，新たな方策
を講じることも必要です。一方，埋蔵文化財については，開発事業との関係において適切
かつ速やかな対応と保護体制の確立が課題となります。
　また，市民の芸術文化活動への欲求の高まりにこたえ，学習機会の充実と活動又は発表
の場の確保に努めること等により，より豊かできめ細かな文化活動を促進するとともに，
文化的施設の機能の充実及び利用の拡大を図っていくことが必要です。

■指定文化財一覧（平成２０年３月３１日現在）

区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

国 指
定

有形文化財
銅
どうきょう

鏡　花
かちょう

鳥文
もんよう

様　永
えい

仁
にん

二
に

年三月一八日施入ノ銘アリ　一面 川内 T7.4.8

柏
はくじゅたかがりきょう

樹鷹狩鏡　一面 川内 S28.11.14

秋
あき

草
くさ

蝶
ちょう

鳥 鏡
きょう

　一面 川内 S28.11.14

新
に っ た

田神
じんじゃ

社文
もんじょ

書（百二十四通）九巻、一枚 川内 S58.6.6

船
ふ な だ い く

大工 樗
おうて

木
き け

家関係資料 川内 H7.6.15

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

のトシドン 下甑 S52.5.17

東
とうごう

郷文
ぶ ん や

弥節
ぶし

人
にんぎょう

形浄
じ ょ う る り

瑠璃 東郷 H20.3.13

記念物 薩
さ つ ま

摩国
こ く ぶ ん じ

分寺跡
あと

川内 S19.11.13

清
きよしき

色城
じょうあと

跡 入来 H16.9.30

藺
い む た

牟田池
いけ

の泥
でいたんけいせいしょくぶつぐんらく

炭形成植物群落 祁答院 T10.3.3

ヘゴ自
じ せ い

生北
ほくげん

限地
ち た い

帯
里，上甑，
下甑　　　 T15.10.27

藤
ふじかわ

川天
てんじん

神の臥
がりゅうばい

龍梅 東郷 S16.10.3

永
ながとし

利のオガタマノキ 川内 S19.11.13

カラスバト 里，上甑，
下甑，鹿島 S46.5.19

県 指
定

有形文化財 新
に っ た

田神
じんじゃ

社本
ほんでん

殿　拝
はいでん

殿　舞
ぶ

殿
でん

　 勅
ちょく

使
し

殿
でん

　 両
りょう

脇
わき

摂
せっしゃ

社 川内 H2.3.23

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

　1軀
く

　 両
りょう

脇
わき

侍
じ

像
ぞう

　2軀
く

川内 S62.3.16

民俗文化財 入
いり

来
き

町
ちょう

中
なか

組
ぐみ

の田の神 入来 S41.3.11

甑
こしき

島
じま

の植物繊維衣料 下甑 H17.4.19

南
みなみ

方
かた

神
じん

社
じゃ

春祭に伴う芸能（田
た

打
うち

） 川内 S37.10.24

入
いり

来
き

町
ちょう

の疱
ほう

瘡
そう

踊
おどり

入来 S38.6.17

新
にっ

田
た

神
じん

社
じゃ

の御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

に伴う芸能（奴
やっこ

踊
おどり

，棒
ぼう

踊
おどり

） 川内 S38.6.17

久
ぐ

見
み

崎
ざき

盆
ぼん

踊
おどり

（想
そう

夫
ふ

恋
れん

） 川内 S46.5.31
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

県 指
定

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

の内
ない

侍
し

舞
まい

里 H13.4.27

川
せん

内
だい

大
おお

綱
づな

引
ひき

川内 H18.4.21

記念物 オ
お

ニ
に

バ
ば

ス
す

自
じ

生
せい

地
ち

川内 S30.1.14

市 指
定

有形文化財 江
え

之
の

口
くち

橋
ばし

川内 S47.4.1

かやぶき門
もん

入来 S57.3.16

降
こう

来
らい

橋
ばし

と擬
ぎ

宝
ぼう

珠
しゅ

川内 S61.3.26

兼
けん

喜
き

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

および拝
はい

殿
でん

川内 S61.3.26

田
た

中
なか

邸
てい

の漆
しっ

喰
くい

壁
かべ

土
ど

蔵
ぞう

入来 H6.2.8

笹
ささ

野
の

橋
ばし

東郷 H7.6.12

松
まつ

尾
お

神
じん

社
じゃ

の木
もく

像
ぞう

東郷 S46.7.13

三
み

島
しま

仁
に

王
おう

像
ぞう

樋脇 S50.9.1

福
ふく

昌
しょう

寺
じ

仁
に

王
おう

石
せき

像
ぞう

川内 S60.3.27

昌
しょう

了
りょう

寺
じ

跡
あと

の仁
に

王
おう

像
ぞう

入来 S62.3.7

天
てん

福
ぷく

寺
じ

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像
ぞう

川内 H4.3.25

南
のう

瀬
ぜ

山
やま

之
の

口
くち

の虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

東郷 H7.6.12

山
さん

王
のう

岳
だけ

木
もく

造
ぞう

仏
ぶつ

三
さん

尊
そん

像
ぞう

祁答院 H15.3.1

円
えん

明
みょう

院
いん

仁
に

王
おう

像
ぞう

祁答院 H15.3.1

宥
ゆう

印
いん

法
ほう

印
いん

文
もん

書
じょ

川内 S61.3.26

石
いし

笛
ぶえ

里 S57.2.1

清
きよ

水
みず

寺
でら

経
きょう

壺
つぼ

川内 S60.3.27

青
せい

磁
じ

蓮
れん

花
げ

唐
から

草
くさ

文
もん

碗
わん

　青
せい

磁
じ

櫛
くし

描
が

き文
もん

皿
ざら

川内 H7.3.24

宥
ゆう

印
いん

法
ほう

印
いん

の墓 川内 S42.9.23

経
きょう

塚
づか

山
やま

板
いた

碑
び

東郷 S46.7.13

平
ひら

佐
さ

焼
やき

絵
え

形
がた

川内 S46.11.1

東
とう

郷
ごう

渋
しぶ

谷
や

氏
し

宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

樋脇 S50.9.1

霧
きり

島
しま

若
わか

宮
みや

神
じん

社
しゃ

の宝
ほう

塔
とう

残
ざん

欠
けつ

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

殿
どん

墓
ばか

樋脇 S50.9.1

下
しも

甑
こしき

嶋
じま

藺
い

牟
む

田
た

村
むら

御
み

検
けん

地
ち

台
だい

帳
ちょう

他
ほか

四
よん

冊
さつ

鹿島 S52.6.20

森
もり

殿
どん

原
ばる

の宝
ほう

塔
とう

川内 S56.12.5

南
のう

瀬
ぜ

観
かん

音
のん

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 S57.11.10

大
おお

村
むら

郷
ごう

絵
え

地
ち

図
ず

祁答院 S58.4.21

藺
い

牟
む

田
た

郷
ごう

諸
しょ

家
か

系
けい

図
ず

帳
ちょう

祁答院 S58.4.21

宇
う

都
と

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

祁答院 S58.4.21

薩
さつ

摩
ま

国
こく

分
ぶん

寺
じ

層
そう

塔
とう

川内 S60.3.27

太
たい

平
へい

橋
ばし

架
か

橋
きょう

碑
ひ

川内 S61.3.26

船
ふな

瀬
せ

殿
どん

墓
ばか

入来 S62.3.7
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

有形文化財 樋
ひ

脇
わき

郷
ごう

鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

樋脇 S63.6.24

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

板
いた

碑
び

川内 H1.9.26

泰
たい

平
へい

寺
じ

住
じゅう

僧
そう

墓
ぼ

川内 H4.3.25

ロザリオ聖
せい

母
ぼ

踏
ふみ

絵
え

川内 H4.3.25

宍
しし

野
の

殿
どん

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H12.12.8

鹿
か

島
しま

のどん（梵
ぼん

鐘
しょう

） 鹿島 H16.7.27

民俗文化財 宮
みや

里
ざと

田
た

の神
かみ

石
せき

像
ぞう

川内 S56.12.5

松
まつ

下
げ

田
た

庚
こう

申
しん

塔
とう

川内 S56.12.5

尾
お

白
じろ

江
え

庚
こう

申
しん

供
く

養
よう

燈
とう

籠
ろう

川内 S56.12.5

松
まつ

下
げ

田
た

の田の神 入来 S57.3.16

本
もと

庵
あん

の田の神 樋脇 S62.1.10

祢
ね

地
じ

山
やま

の田の神 樋脇 S62.1.10

石
いし

堂
どう

の田の神 東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

玉
たま

田
だ

の田の神 東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

下
しも

の女
おんな

田
た

の神
かみ

東郷 H2.5.15

今
いま

村
むら

庚
こう

申
しん

塔
とう

川内 H7.3.24

ツーロ 鹿島 H13.12.17

藺
い

牟
む

田
た

麓
ふもと

西
にし

の石
せっ

敢
かん

当
とう

祁答院 H15.3.1

南
のう

瀬
ぜ

の太
たい

鼓
こ

踊
おどり

東郷 S46.7.13

山
やま

田
だ

楽
がく

東郷 S46.7.13

倉
くら

野
の

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

樋
ひ

脇
わき

武
ぶ

士
し

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

上
かみ

手
で

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

塔
とう

之
の

原
はら

一
いっ

区
く

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

・花
はな

尾
お

楽
がく

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

夏
なつ

祭
まつり

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

野
の

下
した

鎌
かま

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

藤
ふじ

本
もと

棒
ぼう

踊
おどり

樋脇 S48.3.14

岩
いわ

下
した

棒
ぼう

踊
おどり

（熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 樋脇 S48.3.14

入
いり

来
き

神
かん

舞
まい

（大
おお

宮
みや

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 S49.7.1

次
じ

郎
ろ

次
じ

郎
ろ

踊
おどり

（射
い

勝
すぐる

神
じん

社
じゃ

春
はる

祭
まつり

に伴う芸能） 川内 S56.12.5

里
さと

の武
む

者
しゃ

踊
おどり

里 S57.2.1

さっこら踊
おどり

里 S57.2.1

朝
ちょう

陽
よう

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

山
やま

下
した

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

下
しも

手
で

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 入来 H1.6.21

飯
い

母
ぼ

鷹
たか

踊
おどり

川内 H7.3.24

高
た

城
き

町
ちょう

太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（高
た

城
き

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 川内 H7.3.24
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

民俗文化財 中
ちゅう

郷
ごう

虚
こ

無
む

僧
そう

踊
おどり

（諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

例
れい

祭
さい

に伴う芸能） 川内 H7.3.24

南
のう

瀬
ぜ

下
しも

の太
たい

鼓
こ

踊
おどり

（アケスメロ） 東郷 H7.6.12

鹿
か

島
しま

のトシドン 鹿島 H13.12.17

記念物 平
ひら

佐
さ

焼
やき

窯
かま

跡
あと

川内 S42.9.23

和
わ

睦
ぼく

石
せき

川内 S42.9.23

香
こ

積
じゃく

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

東郷 S46.7.13

船
ふな

間
ま

島
じま

古
こ

墳
ふん

川内 S46.11.1

江
え

崎
ざき

鼻
ばな

祈
き

願
がん

銘
めい

文
ぶん

下甑 S48.4.1

お石
せっ

塔
と

入来 S49.7.1

いくさ墓
ばか

入来 S49.7.1

渋
しぶ

谷
や

有
あり

重
しげ

の墓
ぼ

塔
とう

入来 S49.7.1

大
だい

永
えい

板
いた

碑
び

入来 S49.7.1

天
てん

文
ぶん

板
いた

碑
び

入来 S49.7.1

下
しも

手
で

の十
じゅう

三
さん

仏
ぶっ

塔
とう

入来 S49.7.1

麓
ふもと

下
しも

の三
さん

十
じゅう

三
さん

観
かん

音
のん

塔
とう

入来 S49.7.1

旦
だん

那
な

墓
ばか

入来 S49.7.1

小
こう

路
じ

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

東郷 S50.7.28

瑠
る

璃
り

光
こう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

樋脇 S50.9.1

倉
くら

野
の

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

樋脇 S50.9.1

木
き

下
した

逆
ぎゃく

修
しゅう

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

笹
ささ

嶺
みね

馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

樋脇 S50.9.1

塔
とう

之
の

原
はら

殿
どん

墓
ばか

樋脇 S50.9.1

薬
やく

師
し

堂
どう

荒
こう

神
じん

石
せき

塔
とう

樋脇 S50.9.1

愛
あた

宕
ご

山
やま

勝
しょう

軍
ぐん

地
じ

蔵
ぞう

樋脇 S50.9.1

樋
ひ

脇
わき

郷
ごう

地
じ

頭
とう

仮
かり

屋
や

跡
あと

樋脇 S50.9.1

快
かい

慶
けい

入
にゅう

定
じょう

の石
いし

室
むろ

樋脇 S50.9.1

祢
ね

礼
れ

北
きた

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

塔
とう

樋脇 S50.9.1

市
いち

比
ひ

野
の

駅
えき

の跡
あと

樋脇 S50.9.1

玄
げん

豊
ぽう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

阿
あ

弥
み

陀
だ

殿
どん

の岩
いわ

仏
ぼとけ

樋脇 S50.9.1

牛
うし

鼻
ばな

の逆
ぎゃく

修
しゅ

塔
とう

群
ぐん

樋脇 S50.9.1

屋
や

所
どころ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 S52.4.1

藺
い

落
おとし

丘
おか

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

鹿島 S52.6.20

永
なが

田
た

十
じゅう

三
さん

仏
ぶっ

塔
とう

樋脇 S54.12.1

亀
かめ

城
じょう

跡
あと

里 S56.3.6
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区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

記念物 小
お

川
がわ

の森
もり

里 S56.3.6

隠
かくれ

山
やま

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

里 S56.3.6

北
ほん

郷
ごう

家
け

墓
ぼ

地
ち

川内 S56.12.5

神
こう

籠
ご

岳
だけ

の環
かん

状
じょう

列
れっ

石
せき

入来 S57.3.16

大
だい

乗
じょう

妙
みょう

典
てん

千
せん

部
ぶ

塔
とう

祁答院 S58.4.21

岩
いわ

屋
や

観
かん

音
のん

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

祁答院 S58.4.21

鳥
とり

追
おい

の杜
もり

川内 S60.3.27

戸
と

田
だ

観
かん

音
のん

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

川内 S60.3.27

久
く

住
じゅう

阿
あ

弥
み

陀
だ

山
やま

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

川内 S60.3.27

天
てん

狗
ぐ

鼻
ばな

海
かい

軍
ぐん

望
ぼう

楼
ろう

台
だい

川内 S60.3.27

大
だい

源
げん

寺
じ

跡
あと

入
いり

来
き

院
いん

氏
し

関
かん

係
けい

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 S61.3.26

栗
くり

下
した

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

入来 S62.3.7

後
ご

醍
だい

院
いん

源
みなもとの

良
なが

任
とう

之
の

墓
はか

樋脇 H1.1.23

般
はん

者
しゃ

殿
どん

墓
ばか

入来 H1.6.21

島
しま

津
づ

歳
とし

久
ひさ

及び殉
じゅん

死
し

者
しゃ

の供
く

養
よう

塔
とう

川内 H1.9.26

高
た

城
き

氏
し

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H1.9.26

北
きた

山
やま

寺
でら

住
じゅう

僧
そう

墓
ぼ

川内 H1.9.26

水
みず

引
ひき

経
きょう

塚
づか

川内 H1.9.26

司
つかさ

野
の

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H2.5.15

山
やま

田
だ

古
こ

石
せき

塔
とう

群
ぐん

東郷 H2.5.15

古
ふる

城
じょう

殿
どん

石
せき

塔
とう

東郷 H2.5.15

渋
しぶ

谷
や

重
しげ

親
ちか

墓
ぼ

碑
ひ

東郷 H2.5.15

横
よこ

岡
おか

古
こ

墳
ふん

川内 H4.3.25

桃
とう

花
か

山
ざん

浄
じょう

興
こう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H7.3.24

上
うえ

野
の

氏
し

関
かん

係
けい

石
せき

塔
とう

群
ぐん

川内 H11.4.22

下
しも

岩
いわ

戸
と

のかくれ念
ねん

仏
ぶつ

樋脇 H14.4.25

永
えい

源
げん

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

大
おお

村
むら

古
こ

城
じょう

跡
あと

祁答院 H15.3.1

良
よし

重
しげ

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

龍
りゅう

盛
せい

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

祁答院 H15.3.1

大
だい

翁
おう

寺
じ

跡
あと

石
せき

塔
とう

群
ぐん

等
とう

祁答院 H15.3.1

入
いり

来
き

院
いん

重
しげ

高
たか

墓
ぼ

塔
とう

入来 H15.5.9

瀬
せ

尾
び

瀑
ばく

布
ふ

（滝
たき

の観
かん

音
のん

） 下甑 S48.4.1

新
にっ

田
た

神
じん

社
じゃ

の大
おお

樟
くす

川内 S46.11.1

諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

のイスノキ 入来 S49.7.1

鷹
たか

之
の

巣
す

神
じん

社
じゃ

のイチイガシ 入来 S49.7.1



SATSUMASENDAI Master Plan 1130

下期基本計画　.［第1部］施策の総合的展開3 第３章／地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり

歴史・伝統文化の保存と継承

地域文化の保存・継承

文化活動の推進

歴史的・文化的資源の
ネットワーク化

文化的施設の機能の
充実及び利用の促進

文化施設の連携体制の構築

新たな文化を創出・育成する
まちづくり

自主的な文化活動の促進

文化施設の利用促進

市民に身近な文化拠点の充実

区
分

行
為 種　別 名　　　　　　　　　称 地　　域 指定年月日

市 指
定

記念物 鷹
たか

之
の

巣
す

神
じん

社
じゃ

のナギ 入来 S49.7.1

ウミネコ繁
はん

殖
しょく

地
ち

鹿島 S52.6.20

珊
さん

瑚
ご

群
ぐん

生
せい

地
ち

鹿島 S52.6.20

梶
かじ

原
はら

家
け

の大
だい

ソテツ 鹿島 S52.6.20

徳
とく

船
せん

寺
でら

境
けい

内
だい

及
およ

び周
しゅう

辺
へん

樹
じゅ

林
りん

鹿島 S52.6.20

久
く

留
る

須
す

梅
うめ

東郷 H2.5.15

久
ぐ

見
み

崎
ざき

ハマボウ自
じ

生
せい

地
ち

川内 H12.8.1

国 選
定

伝統的建造物群
薩
さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

市
し

入
いり

来
き

麓
ふもと

伝
でん

統
とう

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

入来 H15.12.25

登
録

有形文化財 鹿
か

島
しま

村
むら

離
り

島
とう

住
じゅう

民
みん

生
せい

活
かつ

センター（旧
きゅう

藺
い

牟
む

田
た

漁
ぎょ

業
ぎょう

組
くみ

合
あい

） 鹿島 H13.8.28

新
しん

大
たい

橋
ばし

入来 H16.11.8

選
択

民俗文化財 甑
こしき

島
じま

の葛
くず

布
ふ

の紡
ぼう

織
しょく

習
しゅう

俗
ぞく

里，上甑，下甑，鹿島 S45.3.1

東
とう

郷
ごう

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

東郷 S54.12.7

（資料：文化課）

＜施策の体系＞
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＜計画の内容＞

１　文化活動の推進

(１)　歴史・伝統文化の保存と継承
ア　伝統文化の保存・継承

　古くから地域に伝わる芸能・風俗，行事などの伝統文化については，発表や披露
の場を積極的に開拓し，地域の青少年の参加・体験型学習の材料として活用するな
ど，地域ぐるみで保存・継承を促進し，必要に応じて文書や映像としての記録・保
存を進めます。
　また，地域で取り組むふるさとマップ，史跡マップの作成など，地域の伝統芸
能・行事，文化財等を掘り起こし，地域の宝としてまちづくりに活かす取組を支援
します。
　市内の小学校高学年生から中学生を対象に結成された文化財少年団が，地元の文
化財や歴史を探訪学習することで，地域の文化財に対する理解と保存継承に対する
認識を深めます。また，社会科の学習に文化財マップを活用し，現地学習を支援し
ます。

イ　文化財の調査・保存・活用
　開発行為等により滅失するおそれのある埋蔵文化財については，発掘調査等を実
施するとともに，開発との十分な調整を図りながら保護に努めます。また，民間保
有の有形文化財については，散逸やき損を防ぐため，所蔵者に対し寄贈・寄託への
協力を求め，記録・保存を図ります。さらに，学術的価値や地域的重要性の高い文
化財については，国・県・市による指定に努め，有形文化財の修理・復元による展
示・公開を図るほか，史跡の環境整備等を進めます。

ウ　歴史的・文化的資源を活かしたまちづくりの推進
　伝統芸能・行事，文化財等を活かしたまちづくりを振興するほか，地域文化の情
報発信を促進します。

(２)　自主的な文化活動の促進
　市文化祭への市民の自主的な参加を促すとともに，芸術文化に関する発表会やフェ
スティバル等を開催し，市民が一体となった新たな文化活動の成果を発表する機会の
創出や，文化活動団体間の相互交流の促進に努めます。

(３)　新たな文化を創出・育成するまちづくり
　文化・芸術に親しめるよう，触れる機会や参加する機会の充実を図るとともに，イ
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ベントや活動団体の情報発信を進めます。
　また，薩摩川内市ならではの自然環境や風土をいかした新たな文化・芸術活動を発
掘し創造への支援を行います。

２　歴史的・文化的資源のネットワーク化

　可愛山陵・新田神社，薩摩国分寺跡史跡公園，横岡古墳公園，藤川天神・臥竜梅，史
跡清色城跡，薩摩川内市入来麓伝統的建造物群保存地区，倉野磨崖仏，大宮神社，藺牟
田池の泥炭形成植物群落，亀城跡，下甑島の武家屋敷通り，川内歴史資料館，川内まご
ころ文学館，各郷土館をはじめ，本市が有する歴史・文化的資源を活かし，文化財マッ
プを活用した史跡・文化財探訪ルートを設定して，本市における観光・レジャー分野の
振興という観点も視野に入れたネットワーク化を図ります。

３　文化的施設の機能の充実及び利用の促進

(１)　市民に身近な文化拠点の充実
　川内文化ホールや入来文化ホール，生涯学習拠点施設，図書館等の文化施設につい
て，市民に身近な地域文化活動の拠点として位置付け，その機能の強化を図ります。
また，市民や子どもたちに郷土の歴史，文化，自然など実物に触れられる学習機会を
提供することにより，ふるさとを再発見し，郷土愛や地域の連帯感を育むことができ
るよう，川内歴史資料館，川内まごころ文学館，各郷土館，史跡公園などの施設や埋
蔵文化財発掘現場などを歴史学習の拠点として位置付け，その積極的な活用を図りま
す。

(２)　文化施設の利用の促進
　各文化施設が，市民の多様なニーズに沿った，より使いやすいものとなるよう，利
用形態や運営方法の改善に努めるほか，バリアフリーなど施設・設備の改善を進めま
す。

(３)　文化施設の連携体制の構築
　文化施設における収蔵品等の有効活用を図るとともに，各施設の個性や特徴を活か
した魅力ある企画を実施できるよう，市内外の文化施設間のネットワーク化を図りま
す。
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第７節　スポーツの振興

＜現状と課題＞
　スポーツは，健全な心身の発達を促し，豊かな人間性を育むとともに，生きがいのある
健康で文化的な生活を営む上で，大きな役割を果たすものです。
　自由時間の増大や健康志向の高まりなどに伴い，スポーツ活動に対する市民の関心と
ニーズは，一段と高まっており，活動の目的も，健康の維持・増進，体力づくりはもちろ
んのこと，自己研鑽や仲間づくりなど多様化・高度化しています。
　このため，市民の誰もが年齢や身体状況に応じてスポーツ活動を楽しむことができるよ
う，それぞれのライフステージや能力に応じたスポーツ活動の普及・定着を図り，青少年
の心身の健全な発達や市民の健康の維持・増進を促進することが重要になります。
　本市では，地域ぐるみで取り組んでいるホッケーの競技会をはじめ，全市的な各種ス
ポーツ大会から各地域・地区レベルのものまで多彩なスポーツイベントが行われています
が，市民のスポーツ活動に対するニーズはますます多様化することが予想されます。
　今後は，競技スポーツや学校体育の振興はもとより，すべての市民がそれぞれの状況に
応じて多様なスポーツ活動を行うことができるよう，各施設等の利活用を図るとともに，
身近な地域レベルでの環境の整備や自主的な組織活動の促進，指導体制の充実等に努めて
いく必要があります。

■公共体育施設等利用者数. （単位：人）

地域 年度
施設名 平成18年度 平成19年度 平成20年度

川　内

総合体育館

メイン・サブアリーナ・会議室等 116,829 116,790 135,123
武道場 11,367 17,070 18,570
弓道場 10,476 9,356 8,671
トレーニング室 41,548 38,398 40,575

総合運動公園

多目的運動広場 23,915 34,350 33,329
テニスコート 36,641 38,237 30,024
野球場 14,226 17,373 14,615
陸上競技場 30,620 33,271 34,866
全天候型運動広場 22,391 24,295 30,836

御陵下公園
野球場 31,038 28,274 22,809
テニスコート 2,741 3,161 3,206
運動場会館 14,014 17,277 20,980

川内プール 7,793 7,448 7,770
川内レガッタハウス 1,835 3,055 3,689
勤労者体育館（セントピア） 27,168 28,966 26,569
川内屋内ゲートボール場（テニスコート等含む） 16,848 15,979 16,710
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スポーツの振興

スポーツ・レクリエーション
活動の振興

スポーツ・レクリエーション
施設等の充実

スポーツの振興

地域 年度
施設名 平成18年度 平成19年度 平成20年度

樋　脇

総合運動場
樋脇体育館 15,300 14,456 17,564
樋脇グラウンド 8,559 6,141 7,516
樋脇弓道場 949 538 427

樋脇屋外人工芝競技場 9,371 10,907 6,813

プール施設
樋脇サンヘルスパーク 15,596 15,657 17,413
樋脇Ｂ＆Ｇ海洋センター 6,540 6,652 6,247

入　来
総合運動場

体育館 10,408 10,004 15,420
グラウンド 14,712 15,058 19,966
トレーニング室 1,370 1,252 1,172
弓道場 28 12 24
テニスコート 522 1,438 1,629
ゲートボール場 1,687 902 972

入来武道館 2,148 1,888 1,764

東　郷 総合運動場
総合体育館 12,908 13,194 14,647
東郷総合グラウンド 18,409 19,277 20,826
池畠運動広場 4,615 2,101 2,705

祁答院
祁答院体育館 14,635 17,090 15,337
祁答院グラウンド 8,071 9,709 7,630

里
里プール 626 1,096 785
里柔道会館 3,922 3,313 3,077

上　甑
上甑グラウンド 2,784 3,523 3,172
上甑Ｂ＆Ｇ海洋センター 1,142 1,226 1,337

鹿　島 鹿島コミュニティプール 585 747 906
（資料：市民スポーツ課）

＜計画の体系＞

＜計画の内容＞

１　スポーツの振興

(１)　スポーツ・レクリエーション施設等の充実
ア　スポーツ・レクリエーション施設の充実

　市民が，「いつでも，どこでも，誰でも」スポーツやレクリエーションに親しみ，
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幅広く気軽にスポーツ・レクリエーション活動を行うことができるよう，中心的な
拠点施設である総合運動公園等の充実を図るとともに，その適切な維持管理に努め
ます。
　また，小中学校の屋内運動場，グラウンドなど学校施設の開放を進めるとともに，
市民が身近にスポーツを楽しむことができる公園，広場等の地域施設の充実を図り
ます。
　さらに，市民の健康志向の高まりに対応するため，民間活力によるスポーツ・レ
クリエーション施設の整備を促進します。

イ　野外活動空間の整備
　寺山をはじめ川内川河畔，各地の海水浴場・キャンプ場など，豊かな自然環境を
活かした野外活動空間の整備を図ります。

(２)　スポーツ・レクリエーション活動の振興
ア　情報提供と参加機会の拡大

　スポーツやレクリエーションに関する行事の案内を積極的に行うなど，広く市民
に情報を提供し，市民ニーズに対応したスポーツ交流やレクリエーション活動への
参加機会の拡大に努めます。

イ　スポーツ・レクリエーション活動の普及・振興
　市民の生涯学習活動や高齢者・障害者の社会参画活動の手段として重要な役割を
果たしているレクリエーション活動の振興を図ります。
　また，親子の心のふれあいを促進するため，誰でも参加できるファミリー型のス
ポーツ・レクリエーション活動の普及に努め，スポーツ参加人口の拡大を目指しま
す。
　さらに，各地域・地区で実施されている各種スポーツ活動の充実を図ります。

ウ　各種団体の育成
　市体育協会やスポーツ少年団の充実・強化を図るとともに，各種競技団体やレク
リエーション協会等の活性化に努めます。
　また，総合運動公園施設や地域体育施設の利活用を促進し，日常的なスポーツ活
動や健康づくり活動を促進するため，幼児から高齢者を対象とした「総合型地域ス
ポーツクラブ」の育成に努めます。

エ　競技力向上の推進
　各種競技大会の開催や専門的なスポーツ教室の実施により，学校体育関連団体，
スポーツ少年団，社会人クラブチーム等の競技力の向上に努めます。
　また，市民の自主的なスポーツ・レクリエーション活動を促進し，心身の健全な
発達とスポーツの普及・振興及び競技力の向上を図るため，各種スポーツ・レクリ
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エーションの全国大会，九州大会等への参加や，市内でこれらを開催するに当たっ
て必要となる経費等の助成を行います。

オ　野外活動の促進
　市内の野外活動施設等の有効活用を図り，ハイキングや水上スポーツなどを通じ
た多様な自然とのふれあいを促進します。

カ　スポーツ合宿等の誘致
　スポーツを活用した地域振興を図るため，プロチームをはじめとするスポーツ合
宿や各種大会の誘致などに取り組むとともに，合宿所の確保に努めます。

第８節　交流活動の推進

＜現状と課題＞
　近年，社会経済活動が地球的規模で展開されるとともに，インターネット等の情報通信
技術や移動体通信の普及により，時間と距離の概念が大きく変化しています。それに伴
い，市民レベルでの国際的な交流活動が活発に展開されるなど，あらゆる分野で国際化が
進んでいます。
　本市では，中国江

こう

蘇
そ

省
しょう

常
じょう

熟
じゅく

市
し

及び中国上海市嘉
か

定
てい

区
く

馬
ま

陸
る

鎮
ちん

と友好都市交流を進めて
おり，スポーツ，文化，経済など幅広い分野で相互交流活動を展開しています。民間にお
いても，「からいも交流」をはじめとして，諸外国との交流を行っています。
　とりわけ大韓民国慶

けい

尚
しょう

南
なん

道
どう

昌
しょう

寧
ねい

郡
ぐん

とは，「大綱引」を接点とした民間交流が積極的に
行われています。
　今後とも，国際交流センターを活動拠点として，鹿児島純心女子大学等関係機関との連
携を図りながら，国際交流を幅広く推進するとともに，これらの交流を担う民間団体等の
育成を図る必要があります。
　また，国内の各地域との間の人・物・情報の活発な交流は，他地域との結びつきを深
め，地域に活力とにぎわいを創出し，地域の活性化の起爆剤となることが期待されていま
す。本市においても，川内川流域市町との交流活動等を進めているところですが，今後
は，市外の地域との交流のみならず，市民の一体感の醸成を図る観点から，市内の各地域
間の交流・連携を積極的に進めるなど，多様な地域間交流の推進に取り組む必要がありま
す。
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交流活動の推進

国際交流活動の振興

外国人受入態勢の整備

地域間交流の推進

交流基盤の整備

組織体制等の充実

国際交流の推進

国内・地域間交流の推進

＜施策の体系＞

＜計画の内容＞

１　国際交流の推進

(１)　組織体制等の充実
ア　民間交流団体の育成

　市民の自主的な国際交流活動を促進するため，国際交流を行う市民団体に対する
支援に努めます。
　また，市国際交流協会の会員の増加を図るとともに，同協会の事業の積極的な展
開を促進します。

イ　国際化を担う人材の育成
　市民の国際理解を深め，国際化を担う人材の育成を図るため，国際交流員（ＣＩ
Ｒ※）を活用した外国語講座や国際理解講座などを実施し，外国語と外国文化に通
じた市民の育成に努めます。

(２)　国際交流活動の振興
ア　多様な国際交流の推進

　中国，韓国をはじめ，世界各国間において，経済交流や芸術，文化，スポーツ，
技術など，各分野での市民，企業，地域などの多様な主体による国際交流の展開を
図ります。
　さらに，鹿児島純心女子大学との連携により，地域住民等と留学生との交流を促

※ＣＩＲ
　「国際交流員」（Coordinator for International Relations）の略称。国際交流員は国が行うＪＥＴプログラム

により地方公共団体へ派遣され，交流担当部局等で国際交流活動に従事する。
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進します。

イ　友好都市交流の推進
　市国際交流協会を主軸とした関係団体等との連携を図りながら，友好都市である
中国 常

じょう

熟
じゅく

市
し

と公式訪問団の受入・派遣を行い，各分野における交流の充実を図り
ます。
　青少年交流においても，常熟市のほか，友好交流のある上海市嘉定区馬

ま

陸
る

鎮
ちん

等と
のスポーツや文化交流を行い，次世代の国際化社会を担う国際人の育成に努めます。
　また，韓国 昌

しょう

寧
ねい

郡
ぐん

との交流については，相互交流による調査を行いながら，友
好都市協定締結を目指します。

ウ　地域密着型の市民交流活動への支援
　世界各地からのホームステイ受入れなど，民間団体による自主的な国際交流活動
を促進するとともに，日中友好の船「新鑒真」を利用した中国旅行を支援しながら，
市民の国際感覚の醸成を図ります。

(３)　外国人受入態勢の整備
　外国人留学生やホームステイ研修生等の受入れを促進するため，国際交流協会を主
軸とした通訳やホームステイ先のボランティア登録や，日本語講座による外国人への
語学支援等を行います。
　また，外国語を併記した観光案内パンフレットを配布するとともに，市内各所にお
ける公共施設等の案内標識の充実，生活ガイドブックの作成，市ホームページや広報
紙等を通じた広報活動を推進するなど，外国人にも暮らしやすい生活環境の整備を図
ります。

２　国内・地域間交流の推進

(１)　地域間交流の推進
ア　市内の各地域間の交流・連携の推進

　市民の一体感を醸成し，相互効果によってそれぞれの地域の活性化を図るため，
青少年交流をはじめとして，市内の各地域間の交流・連携活動の活性化に積極的に
取り組みます。

イ　他地域との交流の推進
　川内川，国府・国分寺，祭り，文学，特産品など，共通のテーマを有する地域と
の交流を推進するとともに，学校・団体・グループなどを単位とした自発的な地域
間交流を促進します。
　また，広域的な視点に立った多様な交流・連携のネットワークづくりを進めるほ

第３章／地域の特色を活かした教育・文化のまちづくり
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か，他の地域とのイベントの共同開催など，地域特性，歴史・文化などを軸とした
多様な交流の展開を図ります。
　さらに，各地域の観光や文化の振興等を図る観点から，農業体験学習などを通じ
て市内の農山漁村地域と市外の大都市地域との交流を促進し，他地域との交流機会
の創出に努めます。

(２)　交流基盤の整備
　地域間の交流・連携を促進するための基盤として不可欠な広域交通網や情報通信網
の整備を促進します。
　また，総合運動公園，唐浜キャンプ海水浴場，川内川宮里公園など，本市の持つ資
源を活かした交流拠点の整備・充実を図ります。 第

３
章　
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